IPCC の再生可能エネルギーポテンシャル予測 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
TOPICS
科 学 技 術 動 向　2011年 6月号
6
150
200
250
300
350䝡䝊䝷䜻䝧䝯(EJ/ᖳ)
0
50
100 䝝䞀䜽䝭䜨䝷 䜯䝊䜸䝮Ϩ䝿ϩ 䝝䞀䜽䝭䜨䝷 䜯䝊䜸䝮Ϩ䝿ϩ 䝝䞀䜽䝭䜨䝷 䜯䝊䜸䝮Ϩ䝿ϩ 䝝䞀䜽䝭䜨䝷 䜯䝊䜸䝮Ϩ䝿ϩ䝔䜨䜮䝢䜽 ኯ㝟(ක䝿⇍) 㢴ງ Ềງᑙථ䝡
164䛴䜻䝎䝮䜮◂✪⤎ᯕ䛴᭩ኬೋ୯ኳೋ᭩ᑚೋ
参　考
1）　Special Report Renewable Energy Source, IPCC
　国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
第 3 作業部会は、温暖化緩和策となりうる様々な
科学技術を多角的に評価し、政策決定者に対して
情報提供することを使命としている。
　2011 年 5 月、同部会は、再生可能エネルギー
の供給ポテンシャルの予測をまとめ、特別報告書
（SRREN）として発表した1）。これは、バイオマス、
太陽（光・熱）、風力、水力、海洋、地熱の 6 分野
について、160 を超す将来予測シナリオの研究結果
を集計してまとめたもので、世界 120 人の専門家
の共同作業の成果である。
　特別報告書によれば、まず 2008 年において、再
生可能エネルギーの供給量は 1 年で 64 EJ（エクサ
ジュール＝ 1018J）であり、世界の一次エネルギー
供給量 492 EJ の 12.9％ を占めている。その 8 割
がバイオマスで、途上国における調理や暖房用の
熱源としての用途が主となっている。また電力供
給においては、再生可能エネルギーが全世界で約
19％ のシェアを占めている。それでも、現在の再
生可能エネルギーの供給量は、技術的に利用可能
な再生可能エネルギー量のわずか 2.5％ 以下であ
り、拡大の余地が大きい。
　次に、2050 年における 1 年間の再生可能エネル
ギーの供給ポテンシャルは、一切の政策誘導がな
い「ベースライン」、産業革命以降の平均気温上昇
を 2–3℃ 程度に抑制する「カテゴリーⅠおよびⅡ」
など、いくつかのケース別に示されている。164 の
将来予測シナリオの研究結果の中央値で表すと、
「ベースライン」のケースでは 100 EJ 超、「カテゴ
リーⅠおよびⅡ」のケースでは約 250 EJ と予測さ
れ、2008 年の供給実績の 1.5〜4 倍となる。6 分野
別にみると、「ベースライン」と「カテゴリーⅠお
よびⅡ」との間では、バイオマスの導入ポテンシャ
ルに約 2 倍の開きが出る。対照的に、水力は「ベー
スライン」でも「カテゴリーⅠおよびⅡ」でもほ
とんど導入ポテンシャルに違いがない（図表）。
　「カテゴリーⅠおよびⅡ」の場合、一次エネルギー
に占める再生可能エネルギーは 27％ となる。また
種類別では、バイオマスが再生可能エネルギー全
体の 6 割、風力、太陽（光・熱）、水力がそれぞれ
1 割強となる。バイオマスは、途上国における熱源
としての従来型用途が減少し、代わりに自動車燃
料などの石油代替用途が増大する。
　特別報告書では、再生可能エネルギーの研究開
発投資は、新技術需要の拡大政策を組み合わせる
ことが最も効果的であるとしている。また、多く
の研究結果より、先進国よりも途上国においてよ
り大きな再生可能エネルギーの導入ポテンシャル
が予測された。
トピックス3 IPCCの再生可能エネルギーポテンシャル予測
　2011年 5月、国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 3作業部会は、再生可能エネルギー
の供給ポテンシャルの予測をまとめ、特別報告書（SRREN）として発表した。再生可能エネルギー
利用量は、技術的に利用可能な量の 2.5％以下で、拡大の余地が大きい。2050年における再生可能
エネルギーの供給ポテンシャルは、2008年の利用実績の 1.5〜4倍となり、一次エネルギーに占める
割合は最大で 27％となる。また先進国よりも途上国においてより大きな再生可能エネルギーの導入
ポテンシャルを予測している。
図表　2050 年における再生可能エネルギー導入予測
参考資料1）を基に科学技術動向研究センターにて作成
（海洋、地熱は省略）
